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地域における感染対策向上にむけて
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はじめに、堆近ＸＤＭ－ｌなどの多ﾊﾟﾘ耐性の新興感染症や絲核などのi1F興感染症が１諦迦になっている。ここ

いわきでもグローバル化とともに海外ボランティア、ビジネスｌＭ１ｉ、海外旅行帰りで法定伝染ｿiiに鵬忠して

くるケースが岐近多くなってきた。また、県外やｿii診述鵬で幽勝をやI)１１１１)する['１で随|ﾉﾘにｌｉｉ１性１Wの持ち込

みもみらルいわき地|え全ｲｲ《で感染１１１蒜|〔の共7『と感染防''２対策のさらなるレベルアップがいま求められてい

る。

Ｈ２４年度から感染防止対策加算の新設

今ｲＩｉ度の診療報酬改定にともない、感染防止対策jjl]j):ｌと２をｻｶﾞ雄する|ﾀﾐ療機llLⅡ,リ|:がｲＭｌＩ１ｌ以１２今ljilで
感染1ル１１２に|H1するカンファランスを行えば力Ⅱ算がつくようになった。ｌｘｌｌのように、いわきでは１１１７ｲｉ２よ

')いわき地区院内感染対策i肋縦会が結成され、イｉ２２１ｌ'lいわき感染対策フォーラムをlH1Ill北すでに勉強会を

行ってきた｡今回の加猟によ')感染防''二対策にコストをかけられるようにな')､地域での感染l〃御体制のネッ

トワークの職築と迎携強化が診療縦ｉＹＩＩＩの上でもバックアップがなされた。

図１．いわき感染対策ネットワーク
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加算１と２の病院が年４回以上合同カンファランス
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